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顎顔面領域の臨床において，加齢，外傷，炎症，腫瘍切除などによって生じる顎骨吸収あるいは骨欠損

では，自家骨移植が主として行われている。しかし，採骨するために新たな創部をつくり手術による侵襲

も増大する。また，必ずしも十分な骨量を得られるとは限らない。そのため自家骨の代替材料としてドナ

ーを必要としない人工骨への期待は大きい。そこで，本研究の著者は，リン酸三カルシウム顆粒で作製さ

れた均一なサイズのテトラポッド型人工骨(Tetrabone®; TB)を骨表面の平坦な領域に実験的に移植し，歯

科補綴やインプラント治療前に必要とされる骨造成における TB移植の有用性について検討を行った。 

実験動物にはWistar系雄性ラット(計 48頭)を用いて，脛骨骨膜下の骨表面に TB，ハイドロキシアパ

タイト顆粒(HA)およびリン酸三カルシウムペースト(P)を，また，対照群にはベニア状に調製した自家

骨(VN)を移植している。骨造成は，in vivo micro CT装置を使用し，各群とも術直後, 4, 8および 12週目，

加えて骨造成の長期的観察のため TB群のみについては術後 48週目まで，定性的評価を行っている。定量

的には，移植部を含む脛骨横断 CT像上での計測によって，術直後に対する 12週目の骨造成量を評価して

いる。機械的強度については，術後 4, 8および 12週目の脛骨移植部に万能試験機で負荷を加えることで，

定量的な評価を行っている。また，各群とも，術後 4, 8, 12週目および TB群では術後 48週目の脛骨移植

部から調製した組織標本の観察も行っている。 

 

以上の実験的研究から，著者は次の結果を得ている。 

1. 骨膜下の平坦な骨表面に移植した TBは，生体適合性および骨伝導能を示し，骨造成を促した。 

2. 骨造成において TBは，同程度の骨造成量を示すHAよりも優れた形態安定性と高い剛性を有した。 

3. TBはVNと同程度の機械的強度を有し，負担荷重の大きい部位での骨造成にも適すると考えられた。 

4. TBでは，Pや VNでみられた早期骨吸収は生じず，その造成骨量は長期にわたり維持された。 

 

したがって，本研究は，他の骨代替材料や自家骨と比較して，TBが優れた骨造成能を有し，また，長期

にわたって良好な骨伝導能を維持できる骨造成材料であることを明らかにしたといえる。こうした本研究

の結果は，骨造成に対する自家骨移植の代替材料としての TB の臨床応用に向けたエビデンス形成に寄与

するところが大であると考えられた。 

 

よって本論文は，博士（歯学）の学位を授与されるに値するものと認められる。 
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